
【第１号議案】 

 

２０２３年 (令和５年)度 事業報告書 

          （2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日） 

                      認定特定非営利活動法人フードバンク信州 

                                                               

Ⅰ 事業の総括 

2023 年度は、「食を通した循環型社会の構築」を目標に掲げ事業を実施した。 

新型コロナ感染症が第５類に分類される中で、コロナ禍への社会的対応は変化したが、

コロナ禍の影響は続き、さらに原油価格や食料原材料費等の物価高騰が進み、複合的な生

活課題を抱える家庭や個人の増加傾向が続いた。 

フードバンク信州はこのような社会状況に対応し、食を通して資源の循環活用を呼び掛

ける活動に取り組むこととし、行政、団体、企業等との意識共有と連携により、課題を抱え

る家庭や個人を支える多様な形の緊急的支援を創出するための活動に取り組んだ。 

これらの課題対応のため、2023 年度は休眠預金事業による「新型コロナ及び原油価格・

物価高騰対応支援」緊急枠の助成を受け、長野県みらい基金、長野県社会福祉協議会、フー

ドバンク信州の 3 者で構成するコンソーシアムにより長野県内の 10 地域の団体による困

窮者の緊急支援活動を実施した。 

 

 

Ⅱ 事業の柱 

 

１ 寄贈食料の受入・提供による広域圏連携活動の推進 

 

  物価高騰による食料支援ニーズの増加に対応するための食料寄贈への協力をメディアや

WEBサイトなどで発信し、食料循環活動推進の取り組みを強化した。 

  食料の寄贈量は前年度とほぼ同量であったが、協力者数でみると、企業や団体数及び個

人の寄贈者数は前年度を上回っており、活動への理解、参加意識は広がっている。  

  フードドライブについても、地域イベントや企業、団体活動の中での実施が増加してお

り、関心の広がりがみられる。 

  一方、提供のついては、コロナ禍に続く物価高騰の影響により、支援ニーズが増加して

おり、ニーズに十分対応できない場合もあったが、市町村社協や地域の拠点団体などと連

携し、広域的な食料循環を視野に取り組み、効果的な資源の活用に努めた。 
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２ 子育て世帯緊急支援から継続的支援事業への連携活動 

 

〇子ども応援プロジェクトの継続実施への取り組み  

新型コロナ感染症の広がりに対応して 2020 年度から 2022 年度まで実施した「子ども応

援プロジェクト」は、長野県内全域を対象に緊急的な貧困状態で支援が届きにくい制度の

狭間にある子育て世帯を対象に WEB サイトから直接申し込みを受け、個別に食料の詰め合

わせを宅配で届ける方法で新たな緊急支援事業に取り組んだ。 

  2023年度はコロナを取り巻く環境が変更になり、物価高騰によるニーズの拡大による

変化が生じたことから、フードバンク信州による全県的な緊急支援から、市町村社協や関

係機関との連携により地域での継続支援につなげる方向で事業を進めた。 

  その結果、市町村社協の事業で子育て世帯への緊急支援から継続支援につなげて対応す

るケースもみられるようになり支援が広がってきた。 

   

 

３ 休眠預金を活用した広域緊急支援事業の推進 

 

  休眠預金を活用した「新型コロナ及び原油価格・物価高騰対応支援事業」助成を受け、

制度の届いていない困難課題を抱えた家庭（グレーゾーン）の人々のニーズを掘り起こし、

本当に必要な人に必要なものを届ける活動を地域で展開する民間団体の取り組みを応援

する事業に取り組んだ。 

   長野県みらい基金、長野県社会福祉協議会、フードバンク信州の 3団体で構成するコン

ソーシアムによる資金分配団体が、長野県内 10 の実行団体の活動を支援しアウトリーチ

による新たなニーズの発見と緊急支援事業に取り組んだ。 

  緊急支援事業では食料支援及び日用品の支援が主たる支援内容となるため、フードバン

クの活動との関連する支援が多く、様々な形態の団体と連携活動ができたことは、今後の

活動展開につながる成果となった。 

  

 

４ 広域的な協働による活動展開 

 

(1) 長野県フードバンク活動団体連絡会の活動 

2021 年 9 月に発足した連絡会には、県内の行政、社会福祉協議会、支援団体等が参加

し、協働事業で「県下一斉フードドライブキャンペーン」を実施し、県内の食料循環の活

動の普及を図っている。 

(2)  広域フードパントリーの運営参加 

   長野県社会福祉協議会と社会福祉法人等が協働で運営する広域フードパントリー「む

すびや」は、広域の共同倉庫と県内への食料配送の拠点として役割を担っている。  
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Ⅲ 事業実施状況 

食料の受け入れと提供実績  
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 2023年度フードドライブ実施状況 

 

   定例開催（地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

【食料の提供実績】 
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 2023 子ども応援プロジェクト事業実績  

 

新型コロナ及び物価高騰に対応する子育て世帯を応援するプロジェクトの実施 

2023年度は、夏休み、冬休み、春休みの小学校の長期休業中の支援のため食料を配送 
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 休眠預金助成による緊急支援事業の実施状況  
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Ⅳ 組織運営 

 

(1) 会員の構成                    

2024年 3月 31日現在 

 団体 個人 合計 

正会員 ２２ １８ ４０ 

賛助会員 ４９ ２６ ７５ 

 

 

 (2) 理事会 

 

第１回 2023 年 5 月 8 日 もんぜんぷら座 301 会議室 

・2022 年度事業報告(案)・会計報告（案）について 

・2023 年度事業計画(案)・予算（案）について 

・定款及び規程類の改正について 

・役員変更について 

・2023 年度通常総会の日程について 

 

第２回 2023 年 6 月 19 日 もんぜんぷら座 304 会議室 

    ・理事長及び副理事長の選任について 

 

第３回 2023 年 8 月 6 日 書面開催 

    ・規程類の改正について 

 

第４回 2023 年 11 月 13 日 もんぜんぷら座 302 会議室 

・子ども応援プロジェクト事業実施状況について 

・休眠預金助成事業について 

 

第５回 2024 年 3 月 26 日 もんぜんぷら座 301 会議室 

・規程類の改正について 
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